
　

福
智
山
山
系
の
最
高
峰
で
あ
り
、

直
方
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
福
智
山
。

そ
の
標
高
は
９
０
０・
８
メ
ー
ト
ル

で
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
場
所
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
福
智
山
と

遠
賀
川
が
織
り
な
す
自
然
空
間
は
、

市
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

ま
た
、
福
智
山
は
人
と
の
関

わ
り
が
深
く
、
飛
鳥
時
代
に
僧
・

釈し
ゃ
く
き
ょ
う
じ
ゅ
ん

教
順
が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
西
側
の
鷹
取
山（
６
３
３

メ
ー
ト
ル
）
に
は
、
平
安
時
代
に
長

谷
川
兵ひ

ょ
う
ぶ
き
ょ
う
よ
し
た
け

部
卿
吉
武
が
築
城
。
関
ケ
原

の
合
戦
後
は
、
黒
田
節
で
有
名
な

母ぼ

り里
太た

へ

え
兵
衛
が
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鷹
取
城
は
江
戸
時
代
初
期

（
１
６
１
５
年
）
の
一
国
一
城
令
に
よ

り
、
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
山
頂
に
あ
る
石
垣
等
は
、

江
戸
時
代
に
入
っ
て
大
修
築
さ
れ
た

も
の
で
す
。
そ
し
て
令
和
の
今
、
福

智
山
や
鷹
取
山
は
、
市
内
だ
け
で
な

く
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
登
山
者
た

ち
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

福
智
山
は
、
福
智
山
ダ
ム
登
山
口

（
直
方
市
）や
上
野
登
山
口（
福
智
町
）、

ま
す
渕
ダ
ム
登
山
口（
北
九
州
）な
ど
、

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
る

登
山
ル
ー
ト
が
多
彩
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
登
山
道
の
多
く
は
九
州
自
然

歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、

安
心
し
て
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
中
は
四
季
に
移
ろ
う
自
然
を
楽

し
め
る
ほ
か
、
山
頂
一
帯
に
ク
マ
ザ

サ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

山
頂
は
大
き
な
木
々
が
な
い
た
め
、

３
６
０
度
の
絶
景
を
ひ
と
り
占
め
。

眼
下
に
は
、
あ
な
た
が
暮
ら
す
直
方

市
の
街
並
み
を
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
在
、
皆
さ
ん
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
新
し
い
生
活

様
式
の
実
践
で
、
家
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
う

す
ぐ
、
秋
で
す
。
福
智
山
や
鷹
取
山

に
登
っ
て
、
美
味
し
い
空
気
と
絶
景

を
い
た
だ
き
ま
せ
ん
か
。

視
界
に
入
る

す
べ
て
が
絶
景
。

３
６
０
度
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